
第
三

章
　
議
会
政
治
の

発
足
と
県
政

第
一

節
　
地
方
官
官
制
の

制
定
と
県
庁
機
構
の

整
備

一

　

地
方
官
官
制
の

制
定
と
県
庁
機
構

内
務
省
機
構
改
革
と

「
地
方
官
官
制
」

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
八
月
、

参
議
伊
藤
博
文
は
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

に
お
け
る
憲
法
調
査
を
終
え
、

民
権
派
対
策
に

確

信
を
得
て

帰
朝
し
た
。

こ

の

伊
藤
が
中
心
と
な
っ

て
、

翌
八
四
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
、

来
る
べ

き
憲
法
制
定
・

議
会
の

開
設
に

備
え
た
広
汎
な
内
政
諸
般
の

改
革
を
行
っ

た
。

八
五
年
の

十
二

月
に

は
太
政
官
制
を
廃
止
し
、

プ
ロ

シ

ヤ
・

オ
ー
ス

ト
リ
ア
に

範
を
と
っ

た

内
閣
制
度
を
創
設
し
、

伊
藤
が
第
一

次
の

内
閣
を
組
織
し
た
。

内
政
担
当
の

内
務
大
臣
に

は
、

前
内
務
卿
の

山
県
有
朋
が
そ
の

ま
ま
留
任
し
、

内
務

省
を
中
心
と
し
た
官
僚
機
構
の

改
革
、

さ
ら
に

地
方
自
治
制
の

施
行
に

当
た
っ

た
。

内
務
省
に
お
い

て

は
、

八
五
年
六
月
「
内
務
省
処
務
条
例
」
を
定
め
、

省
部
局
の

体
制
を
改
め
、

新
た
に
県
治
局
を
設
置
し
た
。

こ

れ
は
従
来
庶

務
局
の
一

事
務
と
し
て

取
り
扱
っ

て

き
た
地
方
行
政
の

事
務
を
、

局
と
し
て

独
立
さ
せ
た
も
の

で
、

こ

れ
を
総
務
局
の

次
に

置
き
、

省
行
政
の

首
位

と
し
た
。

県
治
局
の

新
設
は
、

地
方
行
政
が
内
務
省
の

中
心
事
務
と
な
る
こ

と
を
意
味
し
て
い

た
。

県
治
局
は
後
に

地
方
局
と
な
り
、

省
の

廃
止
ま

で

省
部
局
の

首
位
に

あ
っ

た
。
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内
閣
制
の

実
施
に

と
も
な
い

各
省
官
制
の

機
構
も
刷
新
さ
れ
た
。

内
務
省
に

お
い

て

は
、

翌
八
六
年
六
月
、

「
内
務
省
官
制
」
を
定
め
た
。

さ
ら

に
、

地
方
行
政
機
構
に
つ

い

て

は
、

同
年
七
月
、

そ
れ
ま
で
の

「
府
県
官
職
制
」
を
廃
し
て
、

新
た
に

勅
令
第
五
四
号
を
以
て

「
地
方
官
官
制
」
を

定
め
た
。

こ

の

「
地
方
官
官
制
」
は
、

「
市
制
・

町
村
制
」
等
一

連
の

地
方
自
治
制
の

実
施
と
あ
い

ま
っ

て
、

明
治
国
家
の

地
方
統
治
を
軌
道
に

乗

せ
た
の

で

あ
る
。

そ
の

後
一

八
九
〇
（
明
治
二

十
三

）
年
及
び
九
三
（
明
治
二
十
六

）
年
の

全
面
改
正
を
経
て
、

近
代
日
本
の

府
県
庁
機
構
は
そ
の

原

型
を
確
立
し
た
（
大
霞
会
『
内
務
省
史
』
第
一

巻
「
通
史
」。
大
島
美
津
子
「
地
方
制
度
」『
講
座
日
本
近
代
法
発
達
史8

』）。

八
六
年
の

「
地
方
官
官
制
」
の

制
定
に

よ
っ

て
、

各
府
県
庁
の

機
構
は
以
下
の

よ
う
に

な
っ

た
。

ま
ず
県
令
の

呼
称
は
廃
止
と
な
り
、

知
事
と
改

め
た
。

本
庁
は
第
一

部
・

第
二

部
・

収
税
部
・

警
察
本
部
の

四
つ

の

専
門
分
化
し
た
機
関
に

よ
っ

て

構
成
さ
れ
、

こ

れ
に

出
先
機
関
で

あ
る
郡
区
役

所
と
が
府
県
庁
機
構
を
構
成
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

第
一

部
は
、

府
県
会
・

水
利
土
工
会
・

区
町
村
会
の

会
議
に

関
す
る
事
項
、

地
方
税
・

区
町
村
費
・

備
荒
儲
蓄
に

関
す
る
事
項
、

外
国
人
に

関
す

る
事
項
、

文
書
の

往
復
・

官
印
府
県
印
の

管
守
に

関
す
る
事
項
等
を
管
掌
す
る
こ

と
と
な
り
、

第
二

部
は
、

土
木
・

兵
事
・

学
務
・

監
獄
・

衛
生
・

会
計
等
に

関
す
る
事
項
を
管
掌
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

第
一

部
と
第
二
部
と
は
、

こ

れ
ら
の

管
掌
事
項
に

し
た
が
っ

て
、

府
県
が
便
宜
に

課
を
設
置

し
、

書
記
官
を
部
長
と
し
て

配
置
し
、

そ
の

指
揮
監
督
下
に

各
課
に

属
を
配
置
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

た
だ
監
獄
に

関
し
て

は
、

典
獄
の

指
揮
監
督

の

も
と
に

書
記
・

看
守
長
・

看
守
副
長
を
配
置
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

収
税
部
に

は
収
税
長
を
置
き
、

そ
の

指
揮
監
督
下
に

収
税
属
を
配
置
す
る
こ

と
に

な
り
収
税
事
務
を
管
掌
し
た
。

警
察
本
部
の

下
に

は
、

各
郡
区
に

警
察
署
及
び
分
署
を
設
け
る
こ

と
に

な
り
、

警
察
本
部
長
と
し
て

警
部
長
を

置
い

た
。

そ
の

指
揮
監
督
下
に

警
部
及
び
警
部
補
を
配
置
し
、

管
内
の

高
等
警
察
（
高
等
警
察
と
は
広
義
に
は
政
治
・

外
事
及
び
特
別
の

警
察
の

総
称
で

あ

る
が
、

狭
義
に

は
各
種
反
政
府
運
動
の

弾
圧
を
中
心
と
し
た
政
治
警
察
を
指
す
）・
行
政
警
察
・

司
法
警
察
を
管
掌
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

こ

う
し
て
、

府
県
庁
機
構
は
一

定
の

専
門
分
化
し
た
組
織
形
態
と

な
っ

た
が
、

そ
の

中
で

警
察
機
関
の

整
備
強
化
が
一

段
と
進
み
、

一

八
八
八
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（
明
治
二

十
一

）
年
十
月
に

は
、

「
警
察
官

吏
配
置
及
び
勤
務
概
則
」
を
定
め
た
。

こ

れ
に

よ
り
、

警
察
本
部
に

警
務
・

保

安
・

主
計
の

三
課
を
設
け
る
こ

と
に

な

り
、

各
課
長
に

は
警
部
が
任
用
さ
れ
る

こ

と
に

な
っ

た
。

ま
た
、

課
付
幹
部
と

し
て

警
部
ま
た
は
警
部
補
一

名
（
府
及

び
開
港
場
・

師
団
な
ど
あ
る
県
で

は
二

名
）

を
置
く
こ

と
に

な
り
、

さ
ら
に
、

管
内

の

情
勢
い

か
ん
に

よ
っ

て

は
、

高
等
警

察
主
任
と
し
て

警
部
一

名
を
置
く
こ

と

が
で

き
る
よ
う
に

な
っ

た
。

第32表　県庁機構（1886年改正）

神
奈
川
県
庁

機
構
の
改
正

「
地
方
官
官
制
」
の

制
定
に
よ
っ

て

神
奈

川
県
庁
機
構
は
第
三
十
二

表
の

よ
う
に

な
っ

た
。

第
三
十
二

表
を
み
て

明
ら
か

な
よ
う
に

本
県
の

場
合
は
「
地
方
官
官
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制
」
の

規
定
に

な
い
、

知
事
直
属
の

本
局
と
横
浜
水
道
課
及
び
布
哇
国
渡
航
事
務
課
が
設
置
さ
れ
た
。

本
局
は
「
府
県
官
職
制
」
時
代
以
来
設
置
し
て

あ
っ

た
も
の

で
、

後
の

知
事
官
房
の

前
身
で

あ
っ

た
。

横
浜
水
道
課
の

設
置
は
次
の

よ
う
な
事
情
に

よ
っ

て
い

た
。

横
浜
の

水
道
は
、

従
来
多
摩
川
か
ら
取
水
し
て
い

た
が
、

施
設
の

老
朽
化
、

水
量
の

不
足
等
に

よ
り
、

新
た
に

相
模
川
か
ら
取
水
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

工
事
は
一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
か
ら
四
か
年
計
画
で

着
工
し
、

八
七
年
十

月
に

完
成
し
た
。

こ

の

水
道
工
事
の

た
め
に

特
に

設
置
し
た
の

が
横
浜
水
道
課
で

あ
っ

た
。

布
哇
国
渡
航
事
務
課
は
八
六
年
五
月
、

日
本
と
ハ

ワ

イ
国
と
の

間
で

渡
航
条
約
を
締
結
し
た
こ

と
に
よ
っ

て

設
置
し
た
も
の

で

あ
っ

た
。

こ
の

条

約
は
、

そ
れ
ま
で

放
任
し
て
い

た
ハ

ワ

イ
へ

の

出
稼
労
働
者
（
主
と
し
て
、

甘
庶
の

耕
作
と
砂
糖
製
造
）
の

渡
航
を
統
制
す
る
た
め
に

締
結
し
た
も
の

で
、

そ
の

結
果
、

横
浜
港
を
擁
す
る
本
県
が
渡
航
事
務
を
一

手
に

引
き
受
け
る
こ

と
に

な
っ

た
。

条
約
の

文
面
に

よ
る
と
、

日
本
側
は
「
日
本
政
府

ノ

名
義
」
に

基
づ
い

て
、

神
奈
川
県
令
（
知
事
）
に

条
約
に

基
づ
く
す
べ

て

の

事
務
を
遂
行
さ
せ
る
こ

と
に

な
っ

た
。

ま
た
、

ハ

ワ

イ
国
側
は
移
住

民
事
務
局
の

特
派
員
を
任
命
し
、

日
本
政
府
の

認
可
を
経
て

横
浜
に

在
留
さ
せ
、

渡
航
事
務
に

あ
た
る
こ

と
に

な
っ

て
い

た
。

ハ

ワ

イ
国
側
の

委
員

が
必
要
な
人
員
と
職
種
を
県
令
に

通
知
す
る
と
、

県
令
は
直
ち
に

日
本
政
府
の

諾
否
い

か
ん
を
回
答
す
る
こ

と
に

な
っ

て

い

た
。

雇
用
契
約
は
ハ

ワ

イ
国
側
と
日
本
人
出
稼
希
望
者
と
の

間
で

結
ば
れ
、

こ

れ
に

県
令
が
諾
否
を
与
え
、

渡
航
希
望
者
に

海
外
旅
券
を
交
付
す
る
こ

と
と
し
て
い

る
。

ま

た
、

県
令
は
渡
航
者
輸
送
の

船
舶
を
か
な
ら
ず
臨
検
し
、

そ
の

可
否
を
与
え
る
こ

と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い

た
。

と
こ

ろ
で
、

こ

の

布
哇
国
渡
航
事
務
課
を
設
置
し
た
翌
八
七
年
、

県
知
事
沖
守
固
が
渡
航
事
務
の

処
理
を
め
ぐ
っ

て
、

譴
責
処
分
を
受
け
る
事
件

が
起
き
て
い

る
。

こ

と
の

次
第
は
、

次
の

よ
う
な
こ

と
で

あ
っ

た
。

同
年
十
一

月
二
十
八
日
、

出
稼
労
働
者
千
四
百
四
十
六
名
が
、

渡
航
船
和
歌
ノ

浦
丸
に

乗
船
し
た
際
、

船
中
が
ひ
ど
く
雑
踏
し
た
。

火
災
発
生
の

恐
れ
を
感
じ
た
ハ

ワ

イ
の

公
使
が
沖
知
事
に

対
し
、

取
り
締
り
の

た
め
、

巡
査
の

派
遣
を
要
請
し
た
。

そ
こ

で

知
事
は
直
ち
に

船
内
を
臨
検
し
て

そ
の

必

要
を
認
め
、

巡
査
六
名
を
乗
船
さ
せ
ホ
ノ
ル

ル

ま
で

派
遣
し
た
の

で

あ
っ
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た
。

と
こ

ろ
が
こ

と
が
急
で

あ
っ

た
た
め
、

知
事
は
政
府
の

認
可
を
得
な
い

ま
ま
「
独
断
」
で

巡
査
派
遣
を
決
定
し
た
の

で
、

直
ち
に

進
退
伺
を
政

府
へ

提
出
し
た
。

し
か
し
政
府
は
止
む
を
得
ざ
る
事
情
を
考
慮
し
、

情
状
酌

量
の

結
果
、

譴
責
処
分
に

処
し
た
（「
神
奈
川
県
知
事
沖
守
固
進
退
伺
ノ

件
」『
明
治
廿
一

年
公
文
雑
纂
内
務
省
』
一

）。

こ

の

事
件
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、

本
来
国
家
機
関
が
負
担
す
べ

き
外
交
事
務

―
単
に

居
留
地
事
務
と
い

っ

た
不
平
等
条
約
に

由
来
す
る
も
の

だ
け
で

な
く
、

こ

の

よ
う
な
条
約
の

遂
行
を
一

地
方
行
政
機
関
が
負
担
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ

た
と
こ

ろ
に

開
港

地
で

あ
る
本
県
の

特
異
な
位
置
が
あ
っ

た
。

「
地
方
官
官
制
」
の

改
正
と
県
庁
機
構

一

八
九
〇
（
明
治
二
十
三

）
年
十
月
、

政
府
は
府
県
制
実
施
に

先
立
っ

て

勅
令
第
二
二
五

号
を
以
て

「
地
方
官
官
制
」
の

全
面
的
な
改
正
を
行
っ

た
。

新
た
に

知
事
の

直
属
機
関
と
し
て

知
事
官
房
を
設
け
た
。

そ
の

下
に
、

内
務
部
・

警
察
部
・

直
税
署
・

間
税
署
・

監
獄
署
を
設
け
た
。

知
事
官
房
に
は
書
記
及
び
属
を
配
置
し
、

官
吏
の

進
退
身
分
に

関
す
る
事
項
・

文
書
の

受
付
及
び
官
印
・

府
県
印
の

管
守
・

外
国
人
に

関
す
る
事
務

を
管
掌
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

人
事
管
理
を
中
心
と
し
た
事
務
を
知
事
の

直
接
指
揮
監
督
下
に

置
い

た
こ

と
が
、

今
回
の

改
正
の
一

つ

の

大
き
な
特

色
で

あ
っ

た
。

第
一

部
及
び
第
二

部
を
統
合
し
た
内
務
部
に

は
四
つ

の

課
を
設
け
る
こ

と
に

な
っ

た
。

第
一

課
は
議
員
選
挙
及
び
府
県
会
・

郡
会
・

市
町
村
会
・

公
共
組
合
等
の

会
議
に

関
す
る
事
項
と
府
県
税
、

備
荒
儲
蓄
及
び
郡
市
町
村
の

経
済
に

関
す
る
事
項
等
を
、

第
二

課
は
農
工
商
務
及
び

土
木
に
関
す
る
事
項
等
と
官
有
地
及
び
土
地
収
用
に

関
す
る
事
項
を
、

第
三
課
は
学
務
・

衛
生
・

兵
事
・

社
寺
・

戸
籍
に

関
す
る
事
項
を
、

第
四
課

は
府
県
会
の

会
計
に
関
す
る
事
項
と
府
県
税
及
び
備
荒
儲
蓄
の

収
支
出
納
に

関
す
る
事
項
を
各
々

分
掌
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

書
記
官
を
部
長
に

任

用
す
る
こ

と
は
、

八
六
年
の

と
き
と
変
わ
ら
な
い

が
、

府
県
制
実
施
の

た
め
に
参
事
官
を
新
た
に

置
き
、

知
事
の

諮
問
に

対
す
る
意
見
の

具
申
・

審

議
立
案
を
管
掌
す
る
こ

と
に

な
り
、

ま
た
、

知
事
の

命
を
受
け
て

内
務
部
各
課
の

課
長
と
な
り
、

あ
る
い

は
臨
時
各
課
の

事
務
を
援
助
す
る
こ

と
と

な
っ

た
。

警
察
本
部
は
警
察
部
と
改
称
し
、

高
等
警
察
及
び
行
政
警
察
の

事
務
を
管
掌
す
る
こ

と
に

な
り
、

ま
た
、

警
部
補
は
廃
止
と
な
っ

た
。

収
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税
部
は
直
税
署
及
び
間
税
署
に

分
割
さ
れ
、

前
者
は
直
税
の

賦
課
・

租
税
の

徴
収
お

よ
び
徴
税
費
に

関
す
る
事
務
を
、

ま
た
、

後
者
は
間
税
の

賦
課
お
よ
び
間
税
犯
則
者

処
分
に

関
す
る
事
務
を
各
々

分
掌
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

ま
た
、

府
県
内
須
要
の

地

に

そ
れ
ぞ
れ
の

分
署
を
設
け
る
こ

と
に

な
っ

た
。

従
前
、

第
二

部
に

属
し
た
監
獄
署

は
独
立
し
た
機
関
と
な
っ

た
。

「
地
方
官
官
制
」
の

改
正
に

と
も
な
い
、

神
奈
川
県
庁
機
構
は
第
三
十
三
表
の

よ

う
に

改
正
さ
れ
た
。

表
を
み
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、

本
局
は
知
事
官
房
と
名
称
を

あ
ら
た
め
、

人
事
管
理
を
中
心
と
し
た
事
務
を
管
掌
し
、

名
実
と
も
に
県
庁
機
構
の

中
枢
と
な
っ

た
。

ま
た
、

布
哇
国
渡
航
事
務
課
と
横
浜
水
道
課
が
廃
止
と
な
っ

た
。

布
哇
国
渡
航
事
務
課
の

事
務
は
、

事
務
分
掌
が
未
発
見
の

た
め
は
っ

き
り
し

な
い

が
、

恐
ら
く
知
事
官
房
の

外
務
係
に

引
き
継
が
れ
た
の

で

あ
ろ
う
。

横
浜
水
道
課
が

廃
止
と
な
っ

た
の

は
、

市
制
施
行
に

と

も
な
い
、

一

八
九
〇
年
二

月
法
律
第
九
号

「
水
道
条
例
」
が
定
め
ら
れ
、

同
年
四
月
一

日
を
以
て

横
浜
水
道
事
業
を
横
浜
市
に

移
管
し
た
た
め
で

あ
っ

た
。

第33表　県庁機構（1890年改正）
一

八
九
二
（
明
治
二

十
五

）
年
、

県
は
警
察
部
の

高
等
主
任
を
廃
止
し
、

新
た
に

部
長
専
属
を
置
き
、

高
等
警
察
の

事
務
を
管
掌
す
る
こ

と

に

な

っ

た
。

九
二
年
と
言
え
ば
、

品
川
内
相
の

指
揮
に
よ
る
選
挙
大
干
渉
が
あ
っ

た
年
で

あ
っ

た
。

多
摩
三
郡
は
こ

の

た
め
に

大
ゆ
れ
に

ゅ
れ
、

三
多
摩

自
由
党
を
中
心
と
し
た
、

内
海
知
事
の

責
任
追
求
の

火
の

手
が
県
下
を
お
お
っ

た
。

そ
う
し
た
事
情
を
背
景
と
し
た
政
党
取
締
強
化
の
一

貫
と
し
て
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の

改
正
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

こ

の

警
察
部
の

改
正
と
と
も
に

監
獄
署
の

機
構
も
改
正

と
な
っ

た
。

獄
務
課
及
び
工
業
課
を
廃
止
し
、

新
た
に

庶
務
課
・

作
業
課
・

経
理

課
・

医
務
課
・

教
務
課
を
設
け
た
。

警
守
課
と
合
わ
せ

て
、

四
課
・

二

所
と

な
っ

た
。

一

八
九
三
（
明
治
二
十
六

）
年
、

政
府
は
勅
令
第
一

六
二
号
を
以
て

「
地
方
官
官

制
」
を
全
文
改
正
し
た
。

こ

の

改
正
は
、

郡
制
実
施
に

あ
た
り
、

郡
機
構
を
整
備
強

化
す
る
こ

と
が
第
一

の

ね
ら
い

で

あ
っ

た
。

九
〇
年
の

改
正
と
異
な
る
特
徴
を
み
る

と
次
の

よ
う
に
な
っ

て
い

る
。

第34表　県庁機構（1893年改正）

※巡査教習所を含む

㈠
　
郡
長
は
法
律
命
令
に

よ
り
、

若
し
く
は
知
事
か
ら
委
任
さ
れ
た
事
件
に

付
き
郡
令
を
発

す
る
こ

と
が
で

き
る
こ

と
と
な
っ

た
。

㈡
　
郡
書
記
は
す
べ

て

判
任
と
し
、

そ
の

定
員
は
内
務
大
臣
の

認
可
を
経
て

知
事
が
定
め
る

こ

と
に

な
っ

た
。

㈢
　
知
事
官
房
の

管
掌
事
務
か
ら
外
国
人
に

関
す
る
事
務
を
削
除
し
た
。

㈣
　
直
税
署
及
び
間
税
署
を
廃
止
し
、

再
度
収
税
部
を
設
け
、

府
県
内
に

設
置
す
る
収
税
署

の

配
置
及
び
そ
の

管
轄
区
域
は
別
に

勅
令
に
よ
っ

て

定
め
る
こ

と
に

な
っ

た
。

㈤
　
内
務
部
の

管
掌
事
務
で

あ
っ

た
衛
生
事
務
を
警
察
部
へ

移
す
こ

と
に

な
っ

た
。

ま
た
、

郡
市
の

域
外
に

警
察
署
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
勅
令
に

よ
っ

て

定
め
る
こ

と
に

な

っ

た
。
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以
上
が
改
正
の

特
徴
で

あ
る
が
、

郡
機
構
の

整
備
強
化
だ
け
で

な
く
、

徴
税
・

警
察
等
も
含
め
た
、

国
―
府
県
―
郡
―
市
町
村
を
貫
く
一

環
し
た

監
督
の

強
化
を
計
っ

た
の

が
こ
の

改
正
の

特
徴
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

外
国
人
に

関
す
る
事
務
を
府
県
庁
機
構
か
ら
と
り
の

ぞ
い

た
こ

と
で
、

一

応
地

方
行
政
機
構
の

体
裁
が
と
と
の
っ

た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、

こ

の

点
に
お
い

て

神
奈
川
県
は
例
外
で

あ
っ

た
。

「
地
方
官
官
制
」
の

再
度
の

改
正
で
、

神
奈
川
県
庁
機
構
も
第
三
十
四
表
の

よ
う
に

な
っ

た
が
、

法
文
で

は
知
事
官
房
の

管
掌
す
る
外
国
人
に

関

す
る
事
務
が
削
除
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

依
然
と
し
て

外
務
掛
は
存
置
さ
れ
て
い

た
。

不
平
等
条
約
下
、

同
じ
開
港
場
・

居
留
地
を
も
つ

兵
庫

県
の

例
を
み
て

も
（『
兵
庫
県
百
年
史
』）、
本
県
と
同
様
で

あ
っ

た
。

本
県
の

場
合
、

そ
の

上
に
ハ

ワ

イ
と
の

渡
航
条
約
に
よ
る
制
約
が
あ
り
、

地
方

行
政
機
関
と
し
て
の

確
立
が
妨
げ
ら
れ
、

国
家
機
関
の

代
理
を
負
担
す
る
と
い

う
状
態
に

あ
っ

た
。

そ
の

後
の

府
県
庁
機
構
の

主
な
改
革
を
み
て

行
く
と
、

一

八
九
六
（
明
治
二

十
九

）
年
十
月
勅
令
第
三
三
七
号
「
税
務
管
理
」
に
よ
っ

て
、

収
税
事

務
は
大
蔵
省
系
統
の

税
務
官
署
に
移
す
こ

と

に

な
り
、

さ
ら
に
、

一

九
〇
三
（
明
治
三
十
六

）
年
三
月
勅
令
第
三
四
号
「
地
方
官
官
制
」
な
ら
び
に

同
第
三
五
号
「
監
獄
官
制
」
に
よ
り
、

監
獄
事
務
は
司
法
省
の

管
轄
と
な
っ

た
。

ま
た
一

九
一

四
（
大
正
三

）
年
六
月
勅
令
第
一

五
一

号
に
よ
り
事

務
官
を
廃
止
し
、

内
務
部
長
・

警
察
部
長
・

理
事
官
を
置
い

た
。

一

九
二
六
（
大
正
十
五

）
年
六
月
に

は
、

勅
令
第
一

四
七
号
に
よ
り
「
地
方
官
官

制
」
の

全
文
を
改
正
し
、

郡
長
及
び
島
司
以
下
の

官
吏
が
廃
止
と
な
っ

た
。

こ
こ

に
一

九
二
三
（
大
正
十
二

年
）
年
の

郡
制
廃
止
に
よ
り
単
な
る
行

政
区
画
と
し
て

残
さ
れ
て
い

た
郡
は
ひ
と
つ

の

地
理
的
名
称
と
化
し
た
（
前
掲
『
内
務
省
史
』
第
二

巻
）。
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二
　
地
方
官
僚
の

身
分
と
任
用

地
方
官
僚
の
身

分
秩
序
と
任
用

一

八
八
七
（
明
治
二

十
）
年
、

内
務
卿
山
県
有
朋
は
太
政
大
臣
三
条
実
美
に

あ
て

た
上
申
書
に

お
い

て
、

「
抑
一

府
県
ノ

行
政
事

務
ヲ

総
判
ス

ル

所
ノ

長
ニ

シ

テ
其
次
官
タ
ル

書
記
官
、

其
他
自
ラ
指
揮
監
督
ス

ル

行
政
一

部
ノ

長
タ
ル

警
部
長
、

収
税
長
ト
等

シ

ク

奏
任
官
タ
ラ
シ

ム

ル
ハ

、

其
職
任
ノ

軽
重
ニ

対
シ

テ
妥
当
ナ

ラ

ズ
、

長
次
官
ノ

分
別
厳
然
タ
ラ
ズ
」（「
府
県
官
ノ

職
制
改
正

」）
と
指
摘
し
て
い

た
。

山
県
の

指
摘
す
る
「
長
次
官
ノ

分
別
」
は
一

八
九
〇
年
の

「
地
方
官
官
制
」
の

全
面
改
正
で

実
現
し
、

知
事
は
勅
任
官
と
な
っ

た
。

し
か
も
、

知
事
の

勅
任
化
と
い

う
身
分
上
の

上
昇
は
同
時
に
そ
の

権
限
、

と
く
に

部
下
の

任
免
権
は
国
家
機
関
の

厳
重
な
統
制
下
に

置
か
れ
た
。

奏
任
官
の

進

退
に

関
し
て

は
内
務
大
臣
お
よ
び
主
務
大
臣
へ

具
状
し
、

そ
の

指
揮
を
仰
ぐ
こ

と
が
法
文
上
明
記
さ
れ
た
。

ま
た
、

判
任
官
の

任
用
に

関
し
て

は
、

各
府
県
の

定
員
の

う
ち
、

属
・

警
部
・

書
記
（
監
獄
）・
看
守
長
に

関
し
て

は
知
事
が
内
務
大
臣
の

認
可
を
経
て

定
め
、

収
税
属
の

定
員
は
大
蔵
大

臣
が
定
め
る
こ

と
に

な
っ

た
。

「
地
方
官
官
制
」
以
前
に

は
そ
う
し
た
こ

と
が
知
事
の

個
人
的
裁
量
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い

た
。

こ

の

よ
う
な
事
例
は
神
奈
川
県
で

も
確
認
で

き
る
。

山
口

県
出
身
で

あ
る
野
村
靖
が
権
令
と

し
て

赴
任
し
た
の

は
一

八
七
六
（
明
治
九
）
年
三
月

で

あ
っ

た
。

そ
の

時
か
ら
翌
七
七
年
の

初
頭
に
か
け
て

山
口

県
出
身
の

士
族

―
一

等
属
の

河
原
一

義
、

二
等
属
の

妻
木
狷
介
以
下
六
等
属
三
名
、

八
等
属
三
名
等
計
十
八
名
が
赴
任
し
て
い

た
の

で

あ
る
。

こ

の

内
六
等
属
の

山
田
雪
助
な
ど
は
、

野
村
が
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
三
月
駅
逓
総

監
に

転
じ
た
と
き
、

そ
の

あ
と
を
追
う
よ
う
に
し
て

駅
逓
一

等
属
に

任
用
さ
れ
た
。

こ

の

よ
う
な
官
吏
の

任
用
は
当
時
は
一

般
的
で

あ
っ

た
。

「
地

方
官
官
制
」
の

施
行
に

よ
り
、

こ

う
し
た
知
事
の

個
人
的
裁
量
は
建
前
上
排
除
さ
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
。

第
三
十
四
表
に

み
る
よ
う
に
、

一

八
九
三
（
明
治
二
十
六

）
年
の

改
正
で

専
門
分
化
し

た
各
機
関
、

す
な
わ
ち
内
務
部
・

警
察
部
・

収
税
部
・

監
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獄
署
と
、

そ
れ
に

出
先
機
関
で

あ
る
郡
役
所
の

長
は
す
べ

て

奏
任
官
と
な

り
、

し
か
も
法
文
上
等
級
の

差
別
を
つ

け
て
い

な
い
。

判
任
官
の

場
合
も

同
様
で

あ
り
、

各
機
関
の

間
の

身
分
的
格
差
が
建
前
上
消
失
し
て
い

る
。

勅
任
―
奏
任
―
判
任
と
い

う
縦
の

厳
格
な
身
分
的
区
別
の

形
成
と

と

も

に
、

こ

う
し
た
横
の

平
準
化
も
「
地
方
官
官
制
」
の

特
色
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
地
方
官
僚
の

身
分
秩
序
は
二
つ

の

側
面
か
ら
補
強
さ
れ
て
い

た
。

一

つ

は
俸
給
に
よ
る
格
差
で

あ
る
。

一

八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の

「
地
方
官
官
等
俸
給
令
」
・

「
判
任
官
官
等
俸
給
令
」、

八
七
年
の

「
地
方
官

官
等
俸
給
令
改
正
」
等
が
そ
れ
で

あ
る
。

も
う
一

つ

は
、

資
格
任
用
制
度

で

あ
る
。

機
構
が
専
門
分
化
す
れ
ば
必
然
的
に

行
政
的
知
識
や
技
術
を
持

つ

専
門
官
僚
を
必
要
と
す
る
こ

と
に

な
る
。

一

八
八
七
（
明
治
二
十
）
年

七
月
、

勅
令
第
三
七
号
「
文
官
試
験
試
補
及
見
習
規
則
」
が
定
め
ら
れ
、

以
後
、

こ

れ
が
地
方
官
吏
の

う
ち
奏
任
官
お
よ
び
判
任
官
の

任
用
に

適
用

さ
れ
て

行
く
の

で

あ
る
。

第35表　地方官僚の官位変遷

大島美津子『地方制度』から

神
奈
川
県
知
事
（
県

令
）
の
任
用
条
件

歴
代
の

神
奈
川
県
知
事
（
県
令
）
の

経
歴
を
み

る
と
、

一

つ

の

共
通
点
を
有
し
て
い

る
。

廃
藩

置
県
か
ら
一

八
九
三
（
明
治
二
十
六

）
年
ま
で
の

知
事
（
県
令
）
の

共
通
し
た
経
歴
を
上
げ
て

み
る
と
、

次
の

よ
う
に

な
っ

て
い

る
。
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㈠
　
陸
奥
宗
光
（
一

八
七
一

〈
明
治
四
〉
年
十
一

月
　
県
令
）

一

八
六
八
年
一

月
外
国
事
務
御
用
掛
。

同
年
三
月
徴
士
外
国
事
務
局
御
用
掛
　
七
二

年
一

月
外
務
大
丞
兼
任

㈡
　
大
江

卓
（
一

八
七
二

〈
明
治
五
〉
年
七
月
　
権
令
）

一

八
六
八
年
五
月
兵
庫
県
判
事
試
補
。

六
九
年
五
月
同
県
奏
任
出
仕
　
七
一

年
十
月
神
奈
川
県
七
等
出
仕
　
同
年
十
一

月
同
県
参
事

㈢
　
中
島
信
行
（
一

八
七
四
〈
明
治
七
〉
年
一

月
　
県
令
）

一

八
六
八
年
兵
庫
県
判
事
。

同
年
六
月
徴
士
外
国
官
権
判
事
（
兵
庫
県
判
事
兼
任
）　
七
〇
年
八
月
米
国
派
遣

㈣
　
野
村

靖
（
一

八
七
六
〈
明
治
九
〉
年
三
月
　
権
令
）

一

八
七
一

年
十
月
外
務
大
記
。

同
年
十
一

月
特
命
全
権
大
使
欧
米
各
国
歴
訪
に

付
随
行
　
七
二

年
十
月
外
務
省
六
等
出
仕
　
七
六
年
十
二
月
外
務
大
亟

㈤
　
沖

守
固
（
一

八
八
一

〈
明
治
十
四
〉
年
十
一

月
　
県
令
）

一

八
七
一

年
十
一

月
特
命
全
権
大
使
欧
米
各
国
歴
訪
に
付
随
行
　
八
〇
年
十
月
外
務
省
少
書
記
官

㈥
　
浅
田
徳
則
（
一

八
八
九
〈
明
治
二

十
二

〉
年
十
二
月
　
知
事
）

一

八
八
六
年
三
月
外
務
省
通
商
局
長

㈦
　
内
海
忠
勝
（
一

八
九
一

〈
明
治
二

十
四
〉
年
四
月
　
知
事
）

一

八
六
九
年
九
月
兵
庫
県
少
参
事
　
七
〇
年
九
月
神
奈
川
県
大
参
事
　
七
一

年
十
一

月
特
命
全
権
大
使
欧
米
各
国
歴
訪
に

付
随
行
　
同
年
八
月
外
務
省
七
等
出

仕
　
七
六
年
十
一

月
長
崎
県
令
　
八
五
年
四
月
兵
庫
県
令

㈧
　
中
野
健
明
（
一

八
九
三
〈
明
治
二

十
六
〉
年
三
月
　
知
事
）

一

八
八
二

年
六
月
大
蔵
省
関
税
局
長
　
九
〇
年
一

月
長
崎
県
知
事

第
一

編
で

も
指
摘
し
た
よ
う
に

明
治
元
年
の

置
県
以
来
神
奈
川
県
知
事
（
県
令
）
は
、

横
浜
が
開
港
場
で

あ
っ

た
関
係
か

ら
外
交
事
務
に

堪
能
な

人
材
が
任
命
さ
れ
て
い

た
。

本
来
国
家
機
関
が
担
当
す
べ

き
外
交
事
務
を
一

地
方
行
政
機
関
が
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
た
め
、

第
三
節
で

述
べ

て
い

る
よ
う
に
、

肝
心
の

県
行
政
は
消
極
策
に

終
始
し
て
い

た
。
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郡
長
の
任
用

郡
長
の

任
用
条
件
と
し
て
、

「
府
県
官
職
制
」
に

は
、

郡
長
の

任
用
に

該
府
県
に

本
籍
を
有
す
る
者
と
い

う
条
件
が
つ

い

て
い

た

が
、

「
地
方
官
官
制
」
で

は
そ
の

条
件
が
削
除
さ
れ
た
。

一

八
八
七
（
明
治
二
十

）
年
七
月
の

閣
令
第
二

〇
号
お
よ
び
同
年
十
二

月

の

内
務
省
令
第
五
号
に
よ
り
、

郡
長
の

任
用
は
試
験
に

よ
る
こ

と
に

な
っ

た
。

と
こ

ろ
で
、

八
八
年
九
月
、

神
奈
川
県
は
郡
長
採
用
試
験
を
行
っ

た
が
、

そ
の

時
の

試
験
問
題
は
次
の

よ
う
な
も
の

で

あ
っ

た
（『
毎
日
新
聞

』
明

治
二

十
一

年
九
月
二

十
八
日
付
、

以
下
『
毎
日

』
と
す
る
）。

㈠

　
府
県
会
議
員
選
挙
に

関
す
る
郡
区
長
職
務
の

要
領
如
何

㈡

　
書
入
質
入
の

財
産
に

未
納
税
あ
る
場
合
は
如
何
な
る
手
続
お
よ
び
処
分
を
必
要
と
す
る
か

㈢
　
小
学
校
に

高
等
・

尋
常
の

区
別
を
設
け
、

ま
た
、

簡
易
科
を
設
け
て
い

る
の

は
何
故
か
、

且
つ

高
等
尋
常
及
び
簡
易
科
の

組
織
概
要
を
述
べ

よ

㈣

　
管
内
の

重
な
る
物
産
及
び
そ
の

販
路
・

価
格
を
述
べ

よ

㈤

　
町
村
会
に

お
い

て

議
定
す
べ

き
議
案
を
審
議
し
な
い

場
合
は
如
何
な
る
手
続
を
為
す
べ

き
か

㈥
　
徴
兵
下
調
に

関
す
る
郡
区
長
職
務
の

要
領

㈦
　
一

筆
土
地
を
分
割
し
、

二

筆
以
上
の

土
地
を
合
併
し
よ
う
と
欲
す
る
者
に

対
し
、

如
何
な
る
手
続
に

よ
っ

て

郡
長
へ

出
願
さ
せ
る
べ

き
か

㈧
　
郡
区
長
の

管
理
に

属
す
る
連
合
町
村
会
の

評
決
を
不
適
当
と
認
め
た
場
合
、

そ
の

施
行
を
中
止
し
、

県
知
事
に

具
状
し
て

指
揮
を
請
う
文
案

以
上
の

よ
う
な
出
題
に

み
る
よ
う
な
問
題
処
理
能
力
が
郡
長
の

資
格
と
し
て

要
求
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

出
題
の

㈤
・

㈧
の

よ
う
な
町
村
行
政
の

監
督
・

指
導
が
、

地
方
自
治
制
施
行
を
前
に

し
て
、

郡
長
に

も
っ

と
も
必
要
な
手
腕
で

あ
っ

た
。

ま
さ
に
そ
れ
ま
で
の

地
域
と
深
い

関
係
の

あ
る
名

望
家
的
郡
長
か
ら
国
＝

県
の

行
政
施
策
を
末
端
に
お
い

て

指
揮
監
督
す
る
官
僚
郡
長
へ

の

転
換
を
物
語
っ

て
い

た
。

も
っ

と
も
、

こ

の

郡
長
の

任
用

制
度
は
実
体
に

そ
ぐ
わ
ず
、

一

八
九
〇
（
明
治
二
十
三

）
年
二
月
勅
令
第
九
号
を
以
て
、

五
か

年
以
上
官
務
に

従
事
し
判
任
五
等
以
上
の

現
職
に

あ

る
者
に

か
ぎ
り
当
分
試
験
を
せ

ず
郡
長
に

任
用
す
る
こ

と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

資
格
任
用
制
度
が
定
着
す
る
の

は
、

府
県
の

高
等
官
も
含
め
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